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本年4月に「中期経営計画2028」を策定し、新たな3カ

年がスタートしました。基本的には長期ビジョンで示した大

きな方向性や成長ストーリーを踏襲しながら、次の3年間は

「成長投資と変革を継続する期間」と位置づけています。

私は、当社グループが真の飛躍的な成長を実現できるの

は、次の3カ年より先になるだろうと考えています。した

がって次の中計期間も、積極的な投資や大胆な変革を継続

しながら、もう一つ上のフェーズに行くための体制と基盤を

整え、大きくジャンプするための脚力を鍛えることが重要だ

と考えています。

その「中期経営計画2028」では、重点ポイントとして、

「人材」「コンテンツ・IP」「デジタル」「海外」という4領域を定

めています。これらは長期ビジョンで示した領域と大筋で変

わりませんが、より力強い成長に向けての意欲を示すメッ

セージにしたいと考え、次のような明快な定量目標（KPI）

を定めることにいたしました。

「中期経営計画2028」の目標数値について それらの重点施策を展開することで、全社数値目標として

は、この3年の間に営業利益700億円以上を達成、ROEは

9%以上を維持するという目標としました。また、成長の牽引

役となる「IP・アニメ事業」を映画事業から切り出して新セグ

メントとし、2032年までに足元の営業利益水準に比して

200%以上に成長させるという野心的な目標も掲げました。

• 成長の原動力である人材については、まだ質量とも

に足りないと認識しており、東宝において約200名

の採用を実行します。

• コンテンツ・IP領域においては、映画・アニメ・演劇・

ゲーム等のおよそ200タイトルの製作に約700億円

を投じます。そのうちゴジラIP関連の投資は150億

円となります。

• コンテンツ・IP領域のM&Aやシネコン出店等の成長

投資には、1,200億円程度の投資枠を設定します。

• デジタルについては、50億円をかけて東宝グループ

の顧客データを統合し、新しい会員サービスの展開に

よってTOHOファンを増やす試みに着手します。

• 海外に関しては、北米・アジア・ヨーロッパの拠点を拡

充し、2032年までに海外売上高比率を現状の10%

程度から30%まで引き上げることを目標とします。

「中期経営計画2028」の目標数値











事業紹介経営戦略 コーポレート・ガバナンス 会社情報サステナビリティ私たちの歩み

東宝株式会社 統合報告書 2025

29

事業紹介
Section 3





















事業紹介経営戦略 コーポレート・ガバナンス 会社情報サステナビリティ私たちの歩みGROWTH STRATEGY 1 成 長 戦 略 1 I P ・ ア ニ メ

東宝株式会社 統合報告書 2025

39

2016年入社。映像事業部でアニメ・実写作品のパッケージ

販促を2年間担当した後、1年間ずつ経営企画部、

開発チームを経て、TOHO animationのアニメ制作へ。

2026年2月期

TOHO animation作品

崎田 康平
2015年サイエンスSARU入社。『DEVILMAN crybaby』

などを担当後、2025年放送の『ダンダダン』第2期、

『SANDA』などではプロデューサーを務める。

事業紹介

長期的でマルチな展開を意識した作品づくりを
目指しています

株式会社サイエンスSARU 制作部 取締役
津村 美玲
東宝株式会社 TOHO animation アニメ事業室 企画グループ 第3チーム

いつまでも観られ続ける作品を作り続けたい

2026年2月期

サイエンスSARU作品

『ヴィジランテ -僕のヒーローアカデミア ILLEGALS-』 『ダンダダン』 『SANDA』

ア ニ メ の 仕 事 が し た い と 思 っ て 入 社 し 、 こ れ ま で 『 僕 の ヒ ー ロ ー ア カ デ ミ ア 』 や

『SPY×FAMILY』といった長期シリーズ作品に多く携わってきました。

ファンの方に作品を長く楽しんでいただけるよう、テレビアニメの放送のみならず、さま

ざまな宣伝施策やグッズ展開、ゲーム化、イベント、劇場版の企画など、常に数年先までのグ

ランドスケジュールを意識した作品づくりをしています。

『僕のヒーローアカデミア』シリーズでは、2016年から7期にわたって続くテレビアニメ

の他に、アニメオリジナルストーリーの劇場版4作品に加え、2025年4月からは公式スピン

オフ作品である『ヴィジランテ -僕のヒーローアカデミア ILLEGALS-』のテレビアニメを放

送するなど、TOHO animationとしては初のユニバース的展開も行っています。『ヴィジ

ランテ』は、『僕のヒーローアカデミア』の世界観を、違う物語、違うキャラクターの視点で楽

しめるようになっており、一つのシリーズ作品をさまざまな角度から、多くの方に楽しんで

いただけるよう工夫を凝らしています。

『夜明け告げるルーのうた』『夜は短し歩けよ乙女』『犬王』『きみの色』『四畳半タイムマシ

ンブルース』『ダンダダン』『SANDA』などに携わり、監督ごとの異なる現場感やディレク

ション、作品のアプローチがあることを学びました。現在『攻殻機動隊 THE GHOST IN 

THE SHELL』『天幕のジャードゥーガル』を制作中です。

『ダンダダン』は一見オカルトもの・アクションものといった印象を受ける作品ですが、本

筋はラブコメなので、日常芝居をしっかりと表現できるスタッフィングを考えました。本編制

作以外の部分では、海外での広がりを最大化するため、ローカライズを見越したスケジュー

リングと海外上映版の制作等を行いました。

入社以降、前代表のEunyoung Choi（チェ・ウニョン）のもとで才能あるクリエーターの

方々と作品制作をご一緒させていただきました。今後はこの経験を活かし、プロデューサー

として才能ある方々といつまでも観られ続ける作品を世に送り出せたらと考えております。

『僕のヒーローアカデミア』シリーズは、最初のテレビアニメ放送から

もうすぐ10周年を迎えますが、今の世代はもちろん国内外の新しい世

代にも見てもらえるように今後も展開を続けたいと思っていますし、

TOHO animationでは本作に限らずいず

れの作品でも、そうした長期的でマルチな展

開を意識して日々企画を行っています。

映画が好きでこの業界に入った身でもありますの

で、今回のグループインはとても嬉しく思います。

今後は東宝グループと力を合わせて、世界に作品

を届けられればと考えています。
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ゴジラのライセンスビジネスは
マルチユース戦略でさらなる成長へ

今後もさまざまなチャネルを通じてファンとつながること

で、「ゴジラ」を全世界で盛り上げ、IP価値の最大化に向けて

ファンとともに進化し、成長をしていければと考えております。

商品
イベント

ゲーム
デジタル

店舗

映像

•『ゴジラ・ストア」拡大
Tokyo、Osakaに続き、
Umeda、Daiba、Shibuyaに
新店舗オープン

•コンソールゲーム開発
大型投資による全世界のゲーム
ファンを取り込むコンソール
ゲーム開発

•モバイルゲーム開発
ライトファンを取り込むモバイル
ゲーム開発

•映像コンテンツ開発
テレビ、配信などプラットフォーム
にこだわらないコンテンツ開発

•劇場用映画
ゴジラ新作映画が監督・脚本・
VFX山﨑貴で製作決定！

•ライセンスの拡大、
自社商品開発の拡大

•アトラクション展開
より幅広い層へゴジラを体感
させるアトラクション

2019年にゴジラルームのルーム長に就

任。ゴジラを世界的IPに育てるため、ゴジ

ラブランドを統括しながら、中長期戦略の

策定の他、ゴジラビジネス全般を担当。

吉川 哲矢

ために、ゴジラ関連ビジネスに3年で約150億円を投下し、

マルチユース戦略を推進していきます。

マルチユース戦略においては、映像作品、商品化、イベン

ト、ストア、ゲームなど、全方位展開を行い、ゴジラのIPビジ

ネスを全世界で加速させていきます。

映像作品においては、引き続き東宝の最大の強みである

劇場用映画の製作に注力することに加え、プラットフォーム

にこだわらない映像コンテンツの開発も行います。

ゲーム・デジタルでは、全世界で450万ダウンロードを突

破し好評を得ている『ゴジラバトルライン』とは別に新たな

モバイルゲームの開発と、全世界のゲームファンを取り込め

るようなコンソールゲーム開発も進めております。

ゴジラ・ストアでは、さらなる出店を目指すほか、ファンと

直接つながることができる場として進化させていきたいと

考えております（2025年9月時点で日本国内5店舗）。

商品においては、国内外におけるさまざまな企業とのコ

ラボレーションを強化。イベントでは、「ゴジラ・フェス」の開

催等に加え、テーマパーク向けの「ゴジラ」のライドアトラク

ション映像の新規製作および配給事業も開始しました。

ゴジラは誕生から約70年間で計39作品を製作してきま

した。70周年記念作品の『ゴジラ-1.0』は空前の大ヒットと

なり、第96回アカデミー賞視覚効果賞®を受賞するなど、

70周年にふさわしい結果を残すことができました。この追い

風を受け、2025年2月期はゴジラのライセンス収入も過去

最高となり、ゴジラビジネス全体が大きく拡大しました。

今後もゴジラビジネスの成長を目指していきますが、その

ためには戦略をやや修正する必要があります。これまでは劇

場用映画の公開を中心としたビジネスモデルでしたが、さら

に拡大させるためには、劇場用映画だけでなく、お客様が継

続的にゴジラに触れられる環境を整備することや、若い世代

の フ ァ ン 層 拡 大 も 視 野 に 入 れ る 必 要 が あ り ま す 。 そ の

東宝株式会社 エンタテインメントユニット
IP・アニメ本部 ゴジラ部 次長

ゴジラは「映像コンテンツビジネス」から
「IPビジネス」へ
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メッシュ細かく
ダイレクトな
マーケティング展開

世界中のファンと
もっとつながる

ファンの好みやニーズを
理解・蓄積し企画開発に
フィードバック

製作体制の強化
良質なコンテンツ・IP
をより多く供給

海外拠点の拡充
ライセンス機能の
強化

GKIDS,INC.の買収は、この戦略を加速させる転換点と

なりました。長編アニメ映画の配給に強い同社との連携は、

映画事業とIP戦略を結ぶ理想的な形であり、米国での自社

配給を起点とする展開モデルを確立させました。このモデル

を 他 の 地 域 に も 展 開 す べ く 、 シ ン ガ ポ ー ル で は Toho 

Entertainment Asia Pte. Ltd.を中心にアジア市場の

特性に合わせたマーチャンダイジング主導の展開を行い、

近々欧州にも地域統括会社を開設し、自社配給網を軸とし

た事業基盤を構築する計画です。

この戦略の核にあるのは、「ファンとの直接的なつながり」

です。北米における『ゴジラ-1.0』の成功は、市場に直接作

品を届け、ファンの声をリアルタイムで聞くことの重要性を

示しました。ファンの気持ちを理解することができれば、迅

速な意思決定と戦略の精度向上を実現することができます。

全世界のファンに近いところで売り上げを上げるビジネス

を展開することは、組織の拡大が求められリスクも伴います

が、ファンとの強固な関係構築に不可欠だと思っています。

今、我々が果たすべき役割は、ファンとIPの架け橋だと

思っています。IPのライフサイクルをより長期的かつ多角的

に延ばしていくためにも、世界における東宝のプレゼンスを

上げるためのブランディングを行い、未開拓市場への積極

的 な 進 出 を 目 指 し ま す 。 現 中 計 の ゴ ー ル イ ヤ ー で あ る

2028年までには、世界の主要市場を自社グループでカ

バーし、全世界のファンに作品や商品に直接触れられる機

会を提供してまいりたいと思っています。

私たちの海外戦略は、作品を広く届ける「デリバリー」から、

IPの市場価値を高める「ブランディング／マーケティング」

に重点を移しています。これは、映画会社としての強みを活

かしつつ、IP戦略への深いシフトが順調に進行していること

を意味しています。具体的には、アニメ分野での商品化等を

起点とした事業拡大を推進しつつ、現地に自社配給網を構

築し、映画展開に続く形でのテレビシリーズやマーチャンダ

イジングの展開も追求していきます。今後の海外展開はこの

2つの軸で進めてまいる所存です。

執行役員 エンタテインメントユニット国際担当
TOHO Global（株）代表取締役社長

植田 浩史
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アニメの可能性を追求、東宝との
戦略的パートナーシップが生み出す新たな価値

President

Dave Jesteadt
Founder/CEO

Eric Beckman

感じており、東宝スタジオで見た制作現場にとても感動しました。

Dave 国際的な目標を共有し、互いの強みを活かせる理想

的な関係です。単独では超えられない高みを目指せると確

信しています。私は以前から黒澤明監督作品など、日本の

映画に深い愛情を持っており、その歴史の一部になれるこ

とを誇りに思います。

Eric 北米のアニメ市場はニッチからメインストリームへと

進化しました。今後は共同制作にも力を入れ、市場をさらに

拡大していきます。北米市場における成功はもちろんのこ

と、日本の次世代クリエイターの育成にも貢献したいと考え

ています。

Dave 北米のアニメファン層は拡大の一途を辿っており、

今後は作品のキュレーションが重要になります。本当に紹介

したい作品を選び抜き、観客に届けたいと考えています。東

宝とともに、日本のアニメコミュニティに貢献できるよう、

新たな才能を発掘・支援していきます。

Dave ヨーロッパの隠れた名作や日本のアニメ作品を発掘

し、紹介することを最初の使命としていました。当初はまだ

アニメはオタク向けという印象を持たれていましたが、徐々

に芸術性を評価されるようになりました。

Eric 設立時はDaveと2人だった会社も現在は約30名

在籍しており、東宝のみならずさまざまなクリエイターと信

頼関係を築いています。そのクリエイターたちの作品を北米

市場で紹介できることをとても光栄に感じています。

Dave 我々はマーケティング資料から映画館の上映のブッ

キング予約などもすべて外注することなく自社で行ってい

ます。全てに目が行き届いていることが強みとなり、信頼関

係を培っていけるのだと思います。

Eric 東宝との提携は、GKIDSにとって戦略的な転換点とな

りました。我々のビジョンを理解し、成長を支援してくれる最高

のパートナーだと思っています。歴史と伝統を重んじる姿勢と、

新 し い 才 能 を 育 成 し よ う と す る 熱 意 が 東 宝 の 魅 力 だ と

Eric GKIDSは、私が創立したニューヨーク子ども映画祭

（NYICFF）での経験から生まれました。NYICFFは子ども

向けの映画祭としてスタートし、日本のアニメをはじめ、世

界中の多様な作品を紹介する場となりました。映画祭を運

営する中で、観客から「この映画をまた見たい」「DVDはど

こで買えるのか」といった質問を頻繁に受けるようになり、

良質なアニメを配給する会社の必要性を痛感したのです。

当時、北米には子どもだけでなく、より幅広い層に向けたア

ニメ作品を専門に扱う配給会社が少なかったことも、設立

を決意した理由の一つです。

GKIDS, INC. 設立の背景

東宝株式会社との親和性について

北米アニメ市場の将来性と今後の展望
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Toho Entertainment Asia Pte. Ltd.
Managing Director

村山ファビオ隆運

Toho International, Inc.
General Manager

Kristin Parcell

米国における日本コンテンツ需要の高まりを受け、Toho International,Inc.（以下、

TI）では、北米ファンに対するビジネスの拡大に取り組んできました。『ゴジラ-1.0』や『僕

のヒーローアカデミア THE MOVIE ユアネクスト』の自社配給に加え、ECサイトを通じた

長期的なファンとのエンゲージメントを構築し、作品価値の多面的な拡大に努めています。

2023年にはゴジラ・ストア、2025年夏には北米版TOHO animation STOREを立

ち上げ、『呪術廻戦』や『SPY×FAMILY』など人気作品のファンとの直接的なつながりを強

化しました。

さらに、日本アニメ配給の先駆者であるGKIDS,INC.を買収し、同社のきめ細やかで配

慮の行き届いたサービスとTIが持つノウハウを融合させることで、多様な日本アニメの魅

力を最大限に引き出し、北米ファンへの展開を加速させることを目指します。2025年夏に

は人気アニメシリーズの『ダンダダン』を劇場配給し、ファン層を拡大させることに成功しま

した。業界のリーダーとして、今後も日本コンテンツの北米展開を推進していきます。

「TOHO VISION 2032 東宝グループ 経営戦略」の成長戦略の一つである「海外戦

略」の一環として、成長著しいアジア地域に特化した拠点としてのミッションを果たすべく、

Toho Entertainment Asia Pte. Ltd.（以下、TEA）はシンガポールにて2024年11

月より事業を開始しました。シンガポールは戦略的な立地、充実した人材、多様性に富む環

境を備えており、アジアのトレンドを捉えるアンテナとしての役割も担っています。TEAは、

東宝がこれまで日本国内や北米で培ってきた知見を基に、アジア市場に向けて、これまで以

上に市場の状況や独自のニーズを把握し、当社ならではのきめ細やかなマーケティング活

動を心掛けています。これにより、ファンとの深いエンゲージメントを形成するとともに、

ローカライズに適した「ゴジラ」やTOHO animation作品などのライセンスやマーチャン

ダイジングをはじめとする各事業を広く展開、推進できると確信しております。TEAはまだ

産声を上げたばかりです。ここで働く仲間の全員が楽しみながら、アジアのお客様に最高の

エンタテインメントをお届けしてまいりたいと思います。是非ご期待ください。

Europe (予定)

Singapore

Tokyo

Los Angeles
New York
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オリジナル作品開発 海外展開

帝国劇場の一時休館

舞台写真撮影 Johan Persson

新帝劇イメージ提供元：

小堀哲夫建築設計事務所

担当者の声

東宝株式会社 
演劇本部演劇部
製作室
プロデューサー

白石 朋子 ミュージカル『四月は君の噓』
ミュージカル『SPY×FAMILY』

『VOICARION』シリーズ等
担当作品

2025 年 も 引 き 続 き 、 オ リ ジ ナ ル 作 品 の 開 発 に 取 り 組 ん で ま い り ま し た 。 KAKAO 

WEBTOON Studioを原作とするミュージカル『梨泰院クラス』、大人気書籍を原作とする

ミュージカル『十二国記 ‐月の影 影の海‐』等が話題を集めています。

また、大ヒットコミックのミュージカル化で2023年3月に帝国劇場で初演、大変ご好評をいただ

き全公演満席となったミュージカル『SPY×FAMILY』を本年10月に日生劇場にて再演いたします。

2024年に4カ月上演された舞台『千と千尋の神隠し』ロンドン公

演は、イギリスの歴史ある演劇賞「WhatsOnStage Awards」で最

優秀新作演劇賞を受賞。世界的に最も権威ある演劇賞の一つである

ローレンス・オリヴィエ賞では4部門にノミネートされるなど、大き

な注目を集めました。

2025年7月～8月には、上海文化広場にて日本人キャストによる約1カ月の公演を実施し、海外展

開の幅をさらに拡大しています。また、既存作品のライセンス許諾による海外展開も行っており、直近

では、ミュージカル『四月は君の噓』がロンドンのハロルド・ピンター劇場、ソウルの芸術の殿堂 CJト

ウォル劇場にて上演されました。それぞれ、現地キャスト・言語での上演となり、話題を集めました。

1966年に開場した二代目帝国劇場は、2025年2月28日をもって建て替えのため一

時休館い たしました。現帝 国劇場の掉 尾を飾るCONCERT『THE BEST 〜New 

HISTORY COMING〜』は、全公演満席となり華々しく大千穐楽を迎えました。新・帝

国劇場の開場は2030年度を目標にしており、小堀哲夫氏が設計を担当します。

「THE VEIL」をコンセプトにした新劇場にご期待ください。

帝国劇場の休館中は、さまざまな劇場で作品をお届けし続けます。2025年は、『屋根の

上のヴァイオリン弾き』『1789 ‐バスティーユの恋人たち‐』『二都物語』『ダンス オブ ヴァン

パイア』そして『エリザベート』等を上演。これまで弊社で上演してきた大切な作品を継続上演

することで、新作だけではなく、既存作品価値の維持向上にも力を入れてまいります。

ミュージカル作品のみならず、プレミア音楽朗読劇『VOICARION』シ

リーズや、全編セリフなし（ノン・バーバル）で唯一無二のダンスパ

フォーマンスをお届けする「ふぉ～ゆ～ meets 梅棒『Only 1, NOT 

No.1』」など、さまざまなジャンルのオリジナル作品の創出に挑戦し続

けております。

『四月は君の嘘』のミュージカル創作過程では、

2回ワークショップを行いました。ワークショップ

中は贅沢にも編曲のジェイソン・ハウランドさん

がずっとピアノ演奏をしてくださり、その場で即

興的にアレンジが進んでいきました。台本と譜面

といった、紙の中にあった作品が魔法のように立

ち上がっていくその瞬間が今も忘れられません。

オリジナル作品の創作は、自分がいなければ

この世に存在しなかった作品をお客様にお届け

できるという、今を生きて、舞台の仕事に携

わっているからこそ得られるかけがえのない達

成感に満ちています。
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https://public-portal.jera-cross.com/?company=136d4237-a46a-b15c-2906-be68d11f788f&language=ja
https://www.toho.co.jp/company/news/jeraxtoho1




https://www.rakutenchi.co.jp/corporate/sustainability/detail/?cd=000042
https://www.tohocinemas.co.jp/news/pdf/2025/250715a.pdf


https://www.toho.co.jp/company/info/group-policy






https://www.tohotheater.jp/pdf/customer_harassment.pdf






https://www.tohotheater.jp/service/baby_club_theater/
https://www.rakutenchi.co.jp/corporate/sustainability/detail/?cd=000063








https://www.tohotheater.jp/tcsff/
https://www.tohotheater.jp/tcsff/archive.html


https://gemstone.toho.co.jp/








https://teigeki.tohostage.com/closing/legacy.html
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コーポレート・ガバナンス
Section 5





https://www.toho.co.jp/company/info/corporate_governance
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東宝グループでは、グループ全体の事業の継続と経営の健全性を維持するため「リスクマ

ネジメント基本規程」を定め、代表取締役社長を議長とする「リスクマネジメント会議」を設

置しています。本会議は事務局を本社総務部に置き年2回開催され、当社グループのリスク

マネジメントに関する方針と体制を決定するとともに、リスク発生時の連絡・報告体制、危

機管理体制を構築しています。この体制のもと、東宝グループにおいて発生したリスク事象

の検証や発生が想定されるリスク予防策の検討を行っております。大規模災害時において、

東宝グループとその役員・従業員が適切に対応し、状況に応じた危機管理体制を構築する

ことで、被害を最小限に抑え、企業の社会的責任を果たすことを目的とした災害時基本規

程を策定しています。

また、気候変動に関するリスクの識別評価および管理に関しても同体制に統合されてい

ます。リスクの識別評価にあたっては、各事業所における対応状況などを調査し、グループ

への影響が大きいリスクを定量・定性の両面で総合的に評価し、優先度の高いリスクを選定

しています。特にグループで想定すべきリスクに関しては、本社コーポレート本部を中心に、

各事業所における対応状況などを調査し、また、内部監査部においてリスク対応策の実施

状況の評価を行うなど、組織的なリスクマネジメントの観点から、グループ全体でのPDCA

サイクルを回しています。また、同プロセスによって特定された気候変動に関するリスクは

「サステナビリティ委員会」に報告され、同委員会を中心に議論された後、重要度が高いと

判断されたものについては取締役会へ報告される体制となっています。

コーポレート・ガバナンス

リスクマネジメント体制図

2017年 標的型メール攻撃の訓練(継続的に実施中) 

2018年 eラーニングによる情報セキュリティ教育

2019年 テロ対策訓練

2020年 新型コロナウイルス感染症対策・SNS炎上対応

2021年 地震対策セミナー

2022年 企業の防犯対策セミナー(テロ・防犯・防災)

2023年 サイバーセキュリティ対策・大地震対応

2024年 防犯講習・普通救命講習 外部講師を招いたサイバーセキュリティに関するレクチャー

2025年 「営業秘密の侵害・SNSによる情報漏洩」「インサイダー取引」に関するeラーニング

リスク対策として実施した主な研修等

事業部門・グループ会社

経営会議

リスクマネジメント会議

コンテンツ部会

通報・相談窓口

リスクマネジメント会議

内部統制委員会 情報セキュリティ委員会 コンプライアンス委員会

サステナビリティ委員会 グループ人権委員会
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会社情報
Section 6











https://www.toho.co.jp/company/ir

